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令和７年１０月 

友隊

相
模
原
市
・
座
間
市
総
合
防
災
訓 

練
に
参
加
し
て 

～
絆
を
つ
な
ぐ
、
退
職
自
衛
官
の
防
災
活
動
～ 

 

県
北
支
部
は
、
相
模
原
市
及
び
座
間
市
と

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
隊
友
会
の
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
協

定
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
県
北
支

部
の
会
員
が
被
災
現
場
の
情
報
を
両
市
へ
提

供
し
、
行
政
の
初
動
対
応
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
時
の
訓
練
を

通
じ
て
、
そ
の
実
効
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
も

大
切
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

本
年
は
、
八
月
三
十
一
日
（
日
）
に
相
模
総

合
補
給
廠
一
部
返
還
地
で
行
わ
れ
た
「
相
模
原

市
総
合
防
災
訓
練
」
と
、
十
月
四
日
（
土
）
に

座
間
市
立
座
間
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
座
間
市

総
合
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
訓
練
も
、
協
定
に
基
づ
く
「
情
報
協
力
員
」

と
し
て
、
被
災
現
場
の
状
況
を
両
市
に
提
供
す

る
ま
で
の
一
連
の
行
動
を
演
練
し
ま
し
た
。 

 

相
模
原
市
と
の
訓
練
は
今
回
が
初
め
て
の

試
み
で
し
た
。
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
相
模
原

市
の
訓
練
に
参
加
す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か

の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
相
模
原
市
の
危
機

管
理
部
門
に
は
退
職
自
衛
官
が
在
籍
し
て
お

り 

り
、
そ
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
県
北
支
部
が
訓

練
に
参
加
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
相

模
原
市
と
の
関
係
を
深
め
る
た
め
の
土
台
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果

で
し
た
。 

     

ま
た
、
座
間
市
の
訓
練
で
は
、
人
命
救
助
訓

練
に
お
い
て
要
救
助
者
役
と
し
て
も
参
加
し
、

消
防
隊
員
が
実
施
す
る
人
命
救
助
活
動
の
緊

張
感
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更

に
、
陸
上
自
衛
隊
第
４
施
設
群
が
炊
き
出
し
訓

練
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
試
食
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
、
現
場
で
の
一
体
感

と
温
か
い
交
流
を
実
感
し
ま
し
た
。
座
間
市
と

は
長
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
訓
練
を
実
施
し
、

市
職
員
を
始
め
関
係
機
関
と
の
間
に
顔
の
見

え
る
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

座
間
市
の
危
機
管
理
部
門
に
も
退
職
自
衛

官
が
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
退
職
自
衛
官
が

窓
口
と
な
っ
て
事
前
の
調
整
・
準
備
か
ら
訓

練
当
日
ま
で
円
滑
に
連
携
を
図
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
地
方
自
治
体
の
危
機
管
理
部
門

で
働
く
退
職
自
衛
官
の
存
在
が
、
県
北
支
部

と
両
市
の
関
係
構
築
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

 

二
つ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
隊
友
会
員
で
あ

る
退
職
自
衛
官
と
市
職
員
で
あ
る
退
職
自
衛

官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
地
域
の
防
災

力
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
北
支
部
は
両
市
と

の
信
頼
関
係
を
強
化
し
、
防
災
協
定
の
実
効

性
を
高
め
る
べ
く
、
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

相模原総合防災訓練にて 
市街の被災状況を確認する
参加会員 

座間市総合防災訓練 
陸自偵察隊に状況報告 
する参加会員と参加者 
の士気を高めた炊き出 
しのカレーライス 



 

 

 

県 ３／四理事役会 １２月１３日（土） １４時００分 神奈川地本 

 

支 

部 

慰霊碑等清掃    １１月１６日（日）１０時００分 

                  津久井クリーンセンター 

隊友紙仕分け    １１月２９日（土）０９時３０分セレモア 

          １２月２０日（土）０９時３０分セレモア 

３／四理事会    １２月２０日（土）１０時００分セレモア 

 

 

区  分 総  数 手配り数 郵送数 手配り率 

正 会 員 ９2 ７３ １９ ７９％ 

特 別 会 員 １１ １０ １ ９１％ 

計 １０３ ８３ ２０ ８１％ 

 

隊友紙配布状況                 2025.10.9 

来
年
も
会
員
の
皆
様
に
訓
練
参
加
を
呼
び
か

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

県
北
支
部
理
事
（
防
災
担
当
） 

 

岩
井
大 

 

県
北
支
部
恒
例
の
秋
の
殉
職
隊
員
慰
霊
碑
等
清

掃
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

●
日
時
：
十
一
月
十
六
日
（
日
）
十
時
～ 

●
場
所
：
緑
区
津
久
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺 

●
申
し
込
み
締
め
切
り
：
十
一
月
十
一
日 

 

参
加
希
望
の
方
は
担
当
理
事 

在
原
真
次
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 

※
集
合
場
所
、
移
動
手
段
等
は
参
加
希
望
の
方
に

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
参
加
さ
れ
た
方
に

は
当
日
、
清
涼
飲
料
水
が
、
車
両
運
行
や
交
通
機
関

ご
利
用
の
方
に
は
交
通
費
が
後
日
支
給
さ
れ
ま

す
。 

 

 

次号までの主な予定 

秋
の
慰
霊
碑
等
清
掃
の
ご
案
内 

情
報
提
供
（
お
知
ら
せ
） 

㈱
オ
ー
チ
ュ
ー
様
よ
り
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
向
け
の
就
職
情
報

を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
隊
友
紙
に
折
込
み
と
し

て
同
封
し
て
い
ま
す
。
人
事
担
当
の
方
は
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
で
、

現
役
時
代
か
ら
人
望
も
厚
く
面
倒
見
の
良
い
方
で
し
た
の

で
、
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
自
身
や
知
人
の
方
の
転
職
・
援
護
に
よ
ら
な
い
再
就
職

に
お
役
立
て
下
さ
い
。 

◆
◇
御 

礼 

六
月
に
隊
友
紙
送
付
に
併
せ
て
十
年
を
経
過
し
た
終
身
会

員
の
皆
様
に
隊
友
紙
経
費
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

左
記
の
会
員
の
皆
様
か
ら
負
担
金
を
超
え
る
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
支
部
の
活
動
経
費
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 

記
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

小
笠
原 
栄
司
、
渡
邉 

一
芳
、
力
石 

務
、
三
谷 

雄
郎
、

高
橋 

國
宏
、
田
原 

守
、
福
田 

裕
、
増
田 

陽
一 

坂
本 

富
夫
、
米
田 
浩
、
萩
原 

嘉
明
、
義
山 

恒
利 

望
月 

清
、
上
村 

哲
由
、
水
本 

幾
男
、
樋
口 

和
彦 

長
野 

紀
美
男
、
飯
塚 
猛 

  

県
北
季
節
の
風
景 

小
田
急
の
線
路
沿
い
に
生
え
て
た
ス
ス
キ
を
ち
ょ

っ
と
失
敬
し
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
飾
り
月
見
と
洒
落
込
み
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
伊
藤
） 

厳
し
か
っ
た
暑
さ
も
す
っ
か
り
和
ら
ぎ
セ
ミ
の
大

合
唱
か
ら
秋
の
虫
の
セ
レ
ナ
ー
デ
に
演
目
も
変
わ
っ

た
よ
う
で
す
。 


